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（クロヤツシロラン，ホンゴウソウ，マイヅルテンナンショウ）の新産地
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New natural habitats of three rare plant species: Gastrodia pubilabiata, 

Sciaphila nana and Arisaema heterophyllum, in Toyama Prefecture, central Japan
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Abstract: In the two years of 2016 and 2017, we found new habitats of three rare plants (Gastrodia 

pubilabiata  Sawa, Arisaema heterophyllum Blume and Sciaphila nana Blume)  in Toyama 

prefecture area. The habitat of Sciaphila nana was first record in Toyama prefecture area.

　2016年2017年の 2 年間にわたるフィールド調査

において、富山県内では未報告種であったホンゴ

ウソウおよび 2 種の希少種（クロヤツシロラン、

マイヅルテンナンショウ）の産地を確認したので

報告する。

　なお、これら 3 種の証拠標本は、富山市科学博

物館（TOYA）と富山県中央植物園（TYBG）

に収めている。

クロヤツシロラン

Gastrodia pubilabiata Sawa (Fig.1) 

新 たな自生地：富山市寺町～五福～茶屋町の呉羽

山遊歩道　尾根散策コース　七面堂付近

　 （遊歩道約30ｍに約30個体）

新たな自生地：富山市安養坊八幡社周辺 5 個体

　クロヤツシロランはラン科オニノヤガラ属の菌

従属栄養植物で、本州（関東地方以西）、四国、

九州、伊豆諸島、台湾、済州島に分布する。花期

は 9 －10月で、菌根菌は担子菌門のクヌギタケ属

やホウライタケ属の様々な種であり、暖温帯の常

緑広葉樹林やスギ植林地、竹林に生育することが

知られている（遊川，2015）。

　富山県においてはRDカテゴリーで絶滅危惧Ⅱ

類（富山県，2012）に指定されている。大原ら

（2003）によって富山県から最初に報告された富

山県婦中町新町の産地（標高50ｍ）は手入れされ

ていないモウソウチク林内で、数本のスギが混生

するという場所である。当時は分布の北限とされ

ていたが、その後、石川県穴水町周辺（石川県環

境部自然保護課，2010）、福島県いわき市で自生

が確認された（根本ら，2017）。全国的にも自生

地の発見が相次ぎ、環境省カテゴリーでは2003年

に絶滅危惧ⅠＢ類とされていたが、2012年には該

当なしにランクが改められた。菌従属栄養性植物

であり、栽培はほぼ不可能で、採集圧などは低い

と考えられるため、本報告では自生地を公表した。

この場所は太田（1994）によって呉羽丘陵高等植

物目録が作成されているが、クロヤツシロランは

記録されていなかった。

　2016年と2017年に七面堂付近の個体の観察を

行ったところ、開花期は10月初旬頃で、既に結実

しているものも見られた。その後11月中旬頃まで

の間に結実および種子散布を行っていると判断さ

れた。

　今回確認された富山市寺町・五福・茶屋町・
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安養坊の各自生地は、いずれも呉羽丘陵の富山

平野側で、大原ら（2003）の報告した婦中町新

町（現富山市婦中町新町）との分布の連続性が考

えられる。また、2017年に氷見市乱橋池周辺でも

多数個体が確認されたことから（大原・石澤 私

信  2017）、今後県内の他所でも新たに自生地が見

つかる可能性が高い。

ホンゴウソウ

Sciaphila nana Blume (Fig.2) 

新 たな自生地：中新川郡立山町虫谷岩室の滝スギ

混生林の林床

新 たな自生地：富山市三熊　古洞の森　遊歩道の

法面下部

　ホンゴウソウはホンゴウソウ科ホンゴウソウ属

の菌従属栄養植物である。草丈は 3 ～13㎝、本州

（宮城県・栃木県・新潟県以西）～琉球にややま

れに分布し、花期は 7 －10月で、花序の上部に雄

花、下部に雌花をつける（Ohashi and Murata  

2015）。

　環境省レッドリスト2015では絶滅危惧Ⅱ類

（VU）に分類されている（環境省  2015）。富山県

ではこれまでに自生の報告はない（大田  1983）。

近県では石川県（加賀地方）、岐阜県（南部）に

記録がある（石川県環境部自然保護課，2010；

高橋，2014）。新潟県ではホンゴウソウの記録

はないが、近縁のウエマツソウS. secundiflora 

Thwaites ex Benth.が糸魚川市市振で記録され

ている（池上  2010）。

　このたび、富山県内の 2 地点で自生が確認され

た。富山県においては初報告となる。

　岩室の滝の自生地は2017年 9 月に篠笥が確認

し、   9 月 4 日に姫野・早瀬、中央植物園の石澤岩

央氏・大原隆明氏を加え調査を行った。

　岩室の滝の自生地の植生は、スギ・ウラジロガ

シ・チャボガヤなどの混生林の林床であり、これ

ら樹木のリターが堆積していた（Fig.2E）。

Fig.1.  Habit of Gastrodia pubilabiata Sawa in Gofuku, Toyama City. A; Flower, 3 Oct. 2016. B; Fruit, 6 Oct.

　　　2016. Fig.1A and Fig.1B are different individuals.
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　岩室の滝付近にはハコネシダ、シロヤマシダ、

オオバノハチジョウシダ、イタビカズラ、キダチ

ノネズミガヤといった暖地系の植物が自生してい

るため、ホンゴウソウも暖地系植物の 1 つと考え

られた。

　古洞の森の自生地も篠笥が2017年 9 月末に発見

し、10月 3 日に姫野・早瀬を加えて調査を行った。

　古洞の森の自生地の植生には、ヒサカキ、ユズ

リハ、ショウジョウバカマ、シシガシラ、ツルア

リドオシなどが生育しており、遊歩道の法面の下

部の樹木の根が露出した落ち葉があるような遊歩

道との境部に自生し、岩室の滝の自生地とは環境

が少し異なった（Fig.2D）。

　これらの生育場所は、特殊な環境の場所ではな

いため、県内の他所でも新たに自生地が見つかる

可能性がある。

マイヅルテンナンショウ 

Arisaema heterophyllum Blume (Fig.3) 

新たな自生地：富山市中部の低山の山中

 （自生地保護のため産地の詳細については明記

しない）

　マイヅルテンナンショウはサトイモ科テンナ

ンショウ属の多年草で、低地の草原や湿地に生

える。雌雄同株あるいは雄株で、本州（岩手県

～岡山県まで点在）～九州、朝鮮半島南部、中

国、台湾に分布する（Murata, 2015）。本種は生

育地が開発や、園芸目的の採集によって数を減ら

しており、環境省によって絶滅危惧Ⅱ類（VU）

に指定されている（芹沢，2015）。日本国内のマ

イヅルテンナンショウの分布についてはFujii et 

al.（2008）により報告されたが、その報告の後、

三重県津市（Fujii et al.  2013）、新潟県上越市、

新潟県新発田市（石沢・朱  2010）、新潟県長岡市 

（藤塚・中野  2015）から新たな産地が報告されて

いる。Murata（2011）にはおおまかな分布域が

掲載されているが、中部地方の多くには分布しな

いように描かれている。

　富山県内ではUmebayashi et al.（2006）によ

り富山市南部の自生地が知られていた。その論文

では自生地保護のために正確な場所が示されてい

なかったため、Umebayashi et al.（2006）の著

者である富山市科学博物館の太田道人氏、金沢大

学の木下栄一郎氏に詳しい自生地点をたずねた結

果、その報告の場所が今回確認された自生地とは

異なる場所であることが判明した。また、今回の

自生地のフロラ調査が過去に行われているが、マ

イヅルテンナンショウは見つかっていなかった。

　この新産地の環境は、低山帯の遊歩道沿いの緩

やかな斜面の一角で、当該自生地は1990年頃に竹

林の伐採後、植林が行われた跡地である（太田，

私信）。開花を確認した 5 月下旬から 6 月上旬に

かけては、木漏れ日の差し込む程度の明るさであっ

た（Fig.3C）。本種は低地の草原や湿地に生える

とされるが、本産地は前述のように植林跡地の落

葉高木樹林下であり、土壌は湿ってはいるものの、

湿地のような流水や滞水が存在する環境ではな

い。また、遊歩道沿いであるため、周辺は刈払い

が行われており、遊歩道近くに生えていた一部の

マイヅルテンナンショウの花茎が切り倒されてい

るのが確認された。推定される自生個体数は、親

株と親芋の分球に伴って形成されるその周囲の子

株を 1 個体と見積もって、およそ20個体程度の群

落であると思われる。適度な刈払いによる下草の

抑制といった生育環境の維持が、マイヅルテンナ

ンショウの個体数維持に役立っていると思われる。

　2016年10月24日には、果実が実り、その重みで

先端が倒伏したと考えられるマイヅルテンナンショ

ウが 2 株観察された（Fig.3B）。実際の発芽率は

不明だが、種子増殖も行っているものと考えられ

る。当該産地にはコウライテンナンショウ（A. 

peninsulae Nakai）も同所的に生育しており、果

実期にはコウライテンナンショウと見なされてき

た可能性がある。また、マイヅルテンナンショウ

の苞の色は淡緑色で、全体に草姿も細長く、花期

には、薄暗い林床に草藪に埋もれるように咲くこ

とから目立たなかったことが、これまで見つから

なかった理由ではないかと考えられる。

　今回報告した 3 種は、いずれも環境の変化に

よって容易に消滅しうると考えられる。このよう
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な植物の自生地での保護は、保護活動を行う関係

者間で情報を共有し、環境の変化が生じていない

か監視し続けることが重要である。
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Fig.2.  Schiaphila nana Blume. A and B; Habits, C; Flowers (central one is male flower, under two are female

flowers, upper two are buds), D and E; Habitats. Dot circles showed the habitats of Sciaphila nana. A, 

C and E were taken at Iwamuro Fall, Mushidani, Tateyama-machi, 4 Sep. 2017. B and D were taken in 

Furudo Forest, Sannokuma, Toyama City, 3 Oct. 2017.
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